
〝STOP！精神医療センター富谷移転〟
2･23 みやぎユーザーズアクション

移転問題を考える
シンポジウム

2023年 2月23日（木･祝）14:00開演（13:30開場）
仙台市福祉プラザ ふれあいホール

各業界団体や市民の反対にもかかわらず、村井知事は2月20日（月）仙台赤十字病院
と東北労災病院とそれぞれ、具体的な新病院整備の方向性について協議を継続すること
を確認する文書を取り交わしたと公表しました。
県立精神医療センターの移転により、仙南地区で根付いてきた地域精神医療福祉は事

実上崩壊します。そして、移転先の新センターは救急と隔離に特化した収容型の精神科
病院になるでしょう。私たちユーザーは暮らしている地域でこそ、安心してかかれる通
院先と治療生活を支援する福祉サービスを必要としています。これまで県はそんな私た
ちのニーズを完全に無視してきたとしか思えません。
私たちは本日ともに集い、声をあげていこうと思います。

〝STOP！精神医療センター富谷移転〟2･23 みやぎユーザーズアクション実行委員会
stop.iten223@gmail.com
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″STOP！精神医療センター富谷移転″
2･23 みやぎユーザーズアクション

14:00 開会

＜移転問題を考えるシンポジウム＞

シンポジスト
○小泉潤氏（精神科医）
○諸橋悟氏（仙台市精神保健福祉団体連絡協議会）
○工藤清史氏（弁護士）

コーディネーター
○山本潔氏（宮精連･当事者の声代表）
○川村有紀氏（精神医療ユーザー）

15:05 10分間休憩します。

15:15 ＜フロアとのディスカッション＞

＜ユーザーズアクション宣言（案）採択＞

16:00 閉会（予定）
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″STOP！精神医療センター富谷移転″
2･23 みやぎユーザーズアクション宣言（案）

精神科病院協会、診療所協会等の業界団体、精神障害者のくらしと医療を考える仙南
ネットワーク等の市民団体、県精神保健福祉審議会などの有識者会議での議論等、各界
各層の反対の声を無視して、村井知事は県立精神医療センターの移転を強行しようとし
ています。

「入院医療中心から地域生活中心へ」と精神医療体制の転換を国がうちだしてから約
20年。精神医療センターがある仙南地区では、精神障害者が地域で生活するための住ま
いや社会資源などをはじめとした生活基盤が整い、いまだ差別や偏見の残滓があるとは
いえ、共生社会がはぐくまれつつあります。

いま、精神科病院に求められるのは、入院中心の社会防衛的な強制医療ではなく、地
域での治療生活を支えるケアシステムの一翼としての役割なのです。

ひるがえって、県の移転計画地である富谷市明石台はどうでしょうか。
まず、仙南地区から通院するとなると、車で往復約2時間、公共交通機関だとJR、地

下鉄、バスを乗り継いで最低でも往復2千円程度の運賃がかかります。これでは、毎日
通うデイケア利用者は経済的に到底無理ですし、通院できる利用者もごくごく限られた
軽症者になってしまいます。精神医療においては、患者と医者との間で培った治療的信
頼関係が必要で、転院して主治医を替えるのは簡単なことではありません。

それでは、移転先の富谷市明石台近辺に移り住もうとしたとしましょう。明石台とい
う新興住宅街には、単身者向けの安いアパートがありません。精神障害者向けのグルー
プホームもありません。精神障害者向けの福祉事業所も黒川郡まで足を延ばさないとあ
りません。モータリゼーションを前提とした街づくりのため、自家用車を持たない人の
生活は極めて困難です。まさに、ないないづくしです。この地域精神医療福祉の不毛地
帯で私たちにどうやって暮らしていけばいいというのでしょうか。

県はこれらのことを全く考慮していません。村井知事は「富谷は宮城県のへそ。県民
優先に考えている。」と述べていますが、精神医療センターのユーザーである私たちは
「県民」ではないのでしょうか。県は私たちを「県民」ではなく「棄民」として処遇し
ようとしているとしか思えません。その証拠に、現在まで、当事者団体や家族会の意見
聴取や公開ヒアリングなどの機会は一度たりとも持たれていないのです。

心ある関係者の努力と地域住民の理解、その長い歴史を経て形成されてきた地域精神
医療と福祉の成果を台無しにし、精神障害者を路頭に迷わす県立精神医療センターの富
谷移転に断固反対します。

Nothing about us without us!
私たち抜きに私たちのことを決めるな！

シンポジウム参加者一同
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2020年8月
「がんを総合的に診療出来る機能を有する病院」の検討

3病院 連携･統合･移転

4病院 再編･統合･移転
2021年9月
「政策医療の課題解決に向けた、県立病院等の今後の方向性」

（宮城県が公表した4病院再編に関する仙台市の考えから抜粋）

宮城県は「政策医療の課題解決に向けた県立病院等の今後の方向性について」（以下「県方向
性」という。）を2021年9月9日に公表しました。
この県方向性の公表以降、二つの新たな拠点病院の有力な立地先として、仙台市以外の名取

市、富谷市が想定されていることが明らかになりました。また、今後の県及び関係者による協
議の内容については、決まった都度公表することは考えているが、その過程について、広く情
報を公開することは困難であるとの見解が示されています。
県方向性において再編の対象とされた4病院、そのうち特に市内の2病院については、仙台市

の救急医療、周産期医療、災害医療、地域連携支援などに加え、今般の新型コロナウイルス感
染症の対応でも大きな役割を担い仙台市市民にとって大変重要な医療機関。
その再編及び市域外移転を想定した県方向性は、仙台市の医療提供体制に重大な影響を及ぼ

すものです。

東北労災病院
県立精神医療センター
仙台赤十字病院
県立がんセンター

東北労災病院
仙台赤十字病院
県立がんセンター

県
方
針

経
緯
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県立がんセンター（名取市）
総病床数：383床

東北大学と並ぶがん治療の
拠点（がん診療連携拠点病
院）。国際共同治験93%。
科研費の獲得額は類似の七
カ所のがんセンターの中で
は、圧倒的トップの実績。

仙台赤十字病院（仙台市太白区）
総病床数：389床

宮城県、特に県南地域の産
科の中心として活躍。災害
医療でも地域医療の役割を
はたしている。
年間分娩数 800件
帝王切開数 300件

県立精神医療センター（名取市）
精神病床：258床

県南地域の精神医療基幹病
院として県内で唯一スーパ
ー救急病棟を持つ。地域の
理解を得るために長年の努
力をしてきた経過がある。

東北労災病院（仙台市青葉区）
総病床数：548床

整形外科の人工関節置W
術、耳鼻咽喉科の人工内耳
埋込術等の特色ある専門医
療の提供を行い県内外から
高い評価を得ている。
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＜みやぎ4病院再編「確認書」関連 主な報道＞
2023年2月20日（月）－21日（火）

仙台放送
“4病院再編”関係２病院と「来年度 合意目指す」確認書
村井知事「非常に大きな前進」〈宮城〉

tbc東北放送
村井知事「相手が結婚したくなかったら結婚できない」
4病院再編・移転構想で基本合意できなかったワケとは？

【記者解説】

KHB東日本放送
「時間的にまだ足りなかった」
村井宮城県知事が病院再編構想の年度内基本合意を断念

ミヤギテレビ
宮城4病院再編 新病院”基本合意”来年度に先送り

建設コスト高騰や職員協議に時間 知事会見

NHK仙台放送
4病院再編「来年度中の合意目指す」確認書交わす

河北新報
4病院再編で確認書

「患者置き去り」「住民説明ない」推進堅持に反発の声も

日経新聞
仙台医療圏の4病院再編で協議確認書 23年度中合意へ

朝日新聞
4病院再編、基本合意は来年度に 宮城県知事「協議時間が不足」
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（宮城県HPより ＊一部誤りがあり修正しています）

4病院の統合・合築に関する県民の皆様からの御意見等について
これまでいただいた4病院の統合・合築に関する御意見については以下のとおりです。

日付 御意見を出した方 主な内容

令和3年9月14日 宮城県医療労働組合連合会 ・4病院の統合・合築に抗議すること

令和3年9月14日 仙台市医師会 ・病院移転が地域住民に与える影響はあまりに大きいこと
・4病院の統合・合築に対して反対

日本労働組合総連合会宮城県連合会 ・患者・地域住民・労働組合の声を無視した4病院の統合･
（連合宮城） 合築の協議開始を撤回すること

令和3年10月6日 全日本自治団体労働組合宮城県本部 ・4病院の統合・合築や地域医療のあり方について,地域医
（自治労宮城県本部） 療構想会議等で十分な議論を尽くすこと

県立病院機構労働組合 ・現存する病院の立地自治体の意見を聞くこと

令和3年10月7日 宮城県保険医協会 ・県立がんセンター、仙台赤十字病院,東北労災病院の統
合・移転構想は撤回すること。

令和3年 公明党宮城県議団 ・立地自治体や地域住民の意見を十分に聞きながら慎重に
11月19日 検討を進めること

令和3年 宮城県法人会連合会 ・4病院統合に向けた整備については、関係する自治体、
11月30日 病院(従事者含む)と情報交換しながら協議を進めること

八木山連合町内会
西多賀地区町内会連合会

令和3年 八木山南連合町内会 ・4病院の統合・合築に反対（反対署名を受領）
12月21日 八木山南社会福祉協議会

緑ヶ丘地区連合町内会
向山地区連合町内会

令和3年 宮城県労働組合総連合 ・住民、患者、職員の声に耳を傾け「4病院再編」を撤回
12月22日 すること

令和3年 全日本自治団体労働組合宮城県本部 ・議論経過など明確な情報開示がなく、住民との十分な協
12月22日 （自治労宮城県本部） 議・説明がないまま進んでいることに大きな危惧を抱い

ている

（宮城黒川地方町村議会議長会からの要望）
令和3年 ・富谷市に新たな病院が整備されることで仙台医療圏全体
12月24日 宮城県町村議会議長会 の健康保持・保健医療体制の充実が図られるとともに、

多様な波及効果が期待されるので関係者との基本合意に
向けて協議を進めること



- 26 -

・4病院における統合等は住民に直結する問題であること
令和4年1月11日 自由民主党県民会議 から、関係市町村や病院関係者を含めた丁寧な協議と、

県民に対して積極的な情報開示と丁寧な説明を実施する
こと

・4病院の統合・合築については宮城県全体の問題と捉え、
みやぎ県民の声 できる限りの情報公開と立地自治体・患者・協力医療機

令和4年1月20日 共産党宮城県議団 関・地域住民の意見を踏まえて進めること
社民フォーラム県議団 ・県内の医療提供体制の充足状況の分析と合わせて、人口
無所属の会 減少と高齢化が進む局面における宮城県の地域医療の方

向性についても同時並行で議論を進めること

令和4年3月25日 太白地区町内会連合会 ・4病院の統合・合築に反対（反対署名を受領）

地域医療を守る ・4病院の再編・統合・移転を行わないこと。
令和4年4月20日 共同行動みやぎ連絡会 ・検討経過を明らかにすること。

（反対署名を受領）

令和4年6月9日 東北労災病院を守る会 ・県内全ての地域における医療を拡充し、地域の要望に沿
った医療構想の実現を求める（声明文を受領）

令和4年6月10日 宮城県母親大会実行委員会 ・4病院の再編・統合・移転を行わないこと

令和4年6月20日 全日本自治団体労働組合宮城県本部 ・これまでの議論経過及び今後の協議経過を全て開示する
（自治労宮城県本部） こと

令和4年8月10日 地域医療を守る ・反対署名（追加提出分）を受領
共同行動みやぎ連絡会

令和4年8月29日 みやぎアピール大行動実行委員会 ・4病院統合ではなく、現地で存続させること

全日本自治団体労働組合宮城県本部 ・がんセンターを移転せずに,現在のがん診療機能を維持
令和4年9月15日 （自治労宮城県本部） すること

宮城県立病院機構労働組合 ・患者が継続して医療を受けられる体制を維持すること
・利用者の声や地域住民の声を考慮すること

・4病院再編構想の撤回を求める
令和4年 ・再編構想の経過について、非公開のまま結論ありきで検
10月20日 宮城県保険医協会 討が行われ、議論の進め方に問題がある

・開かれた議論により県民に求められる地域医療を構築す
るよう求める

令和4年 宮城県精神神経科診療所協会 ・宮城県立精神医療センターが担ってきた役割や機能,移
10月28日 転後の県内の精神科救急などについて質問があった

・2040年問題も踏まえて、新時代の病院歯科のあるべき
令和4年 宮城県歯科医師会 姿を歯科医師会、病院歯科の歯科医師、東北大病院の歯
11月16日 科部門とともにしっかりと議論し,タックスペイヤー、

有病者にとって最大の利益をはかられること

令和4年 ・県立精神医療センターの富谷移転は再考すべき
11月24日 宮城県精神病院協会 ・目先のコスト削減にとらわれず、精神科医療の長期的な

将来構想を見据えた計画を立てるべき
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・4病院統合に向けた整備については、関係する自治体、
令和4年 宮城県法人連合会 病院(従事者含む)と情報交換しながら協議を進めること
11月25日 ・第三者会議を立上げるなど意見を広く吸い上げながら進

めること

・県内においては県立がんセンター、県立精神医療センタ
令和4年 連合宮城 ー、東北労災病院、仙台赤十字病院の統合・合築案につ
12月14日 いては、地域住民・患者・医療従事者の意見を尊重し、

県民にとって有益となる医療体制を確立すること

・4病院の統合・合築については宮城県全体の問題として
捉え、できる限りの情報公開と立地自治体・患者・職員

・協力医療機関・地域住民の意見を踏まえて進めること
令和5年1月12日 みやぎ県民の声 ・特に精神医療センターの移転については、障がい特性を

考慮するとともに、異議を唱えている精神科病院協会や
宮城県精神神経科診療所協会などの専門家と十分協議す
ること

令和5年1月13日 地域医療を守る ・反対署名（追加提出分）を受領
共同行動みやぎ連絡会

精神障害者のくらしと医療を考える ・県立精神医療センターの移転に反対（反対署名を受領）
令和5年2月1日 仙南ネットワーク ・富谷市への移転構想によって当事者の方々の症状や生活

に不安定をもたらしてしまうことは大きな問題

地域医療を守る共同行動みやぎ連絡会
東北労災病院・県立精神医療センター･仙台赤十字病院・県立がんセンター
4病院再編統合･移転反対！累計 48,980筆を県に提出！

1/13（金）地域医療を守る共同行動みやぎ連絡会
では、4病院再編統合･移転反対署名累計48,980筆（今
回提出分14,817筆）を宮城県へ提出。共同行動連絡
会6名が参加。県保健福祉部長他対応しました。
岩倉政城共同代表は「県民に内容を説明し、対話

をしながら署名を集めてきた。私たちの後ろには５
万人がいると思って、しっかり県民の意見を聞いて
ほしい」と述べ署名の意味を重く受け止めることを
強調し訴えた。

精神障害者の暮らしと医療を考える仙南ネットワーク
“包括ケアが崩壊しかねない”「賛同署名」1,587名の署名簿を知事宛提出

2/1（水）精神障害者の暮らしと医療を考える
仙南ネットワークでは、昨年11月から取り組みを
進めた“宮城県立精神医療センターの富谷市への移
転に反対です！”賛同署名1,587名分を要望書と共
に県へ提出しました。
小泉代表からは「これまで培ってきた地域医療

を支える包括ケアが崩壊しかねない」と県立精神
医療センター富谷市移転で予想される被害を強く
訴え、当事者からも移動の困難性など切実な思い
を語った。
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県立精神医療センターデイケアについて
～地域にある重要性と意義～

精神医療ユーザー 原田 幸一

デイケアはどのような方々に利用されているのか

心の病の回復途上にある方で、まだ就労などに移行する前の段階の方や、日常生活を送るの
に生活の一部として利用されている方など。
グループホームを利用されている方や自宅から通われている方など地域性がとても高いのが

特徴です。

デイケアの利用の目的や意義また地域性の重要性

もちろん利用する方々によって様々であり一概に定義できるものではありませんが、今回は
自分の体験も含めつつ、統合失調症の病状の一つの側面から考えていきたいと思います。
まず、統合失調症の特徴的な症状の一つとして、症状の激しい時は自分の閉じられた世界の

中で起きるいろいろな出来事(幻聴、妄想など)の対応に追われて、周りの現実に対してなかな
かうまく対処することができず、生活する上で支障をきたす場合が多いということがあります。
もちろん薬物療法によって幻聴や妄想といった症状が軽減されはするのですが、同時に周りの
現実との関係を少しずつ回復させる必要というのがあります。そして、そこにデイケアの必要
性の一つが考えられます。
デイケアでは様々なプログラム、人との交流を通してその人の中に現実性を育み、周りの環

境に対応する力を養ってくれます。これは一朝一夕でなるものではなく、長期的な視点が必要
です。その為、定期的にデイケアに通うということは回復することにおいてとても重要である
ということが言えます。そこが、デイケアが地域にあるということの重要性、利用する人にと
ってとても大切なことである理由があります。

県立精神医療センターの移転による損失と問題点

医療センターが移転するということになると、まず今まで培われて来た地域性というものが
失われてしまいます。実際問題、今まで通われてきた利用者は行き場がなくなり、孤立化する
問題が起きてくると予想されます。極端な話、自宅に引きこもる事案も出てくるのではないか
と危惧しています。利用者の病状の不安定化や悪化が現実問題として起こりかねません。
新しく地域性を作り上げれば良いと考える方もおられるかもしれませんが、地域性を作ると

いうのは時間や労力が少なからずかかります。また、問題として今デイケアを利用されている
方をどうフォローアップするかを考えなければなりません。

まとめ

以上のことから移転ありきではなく、どういった方策が大切であるかよく議論し考えていた
だきたいと思います。
医療は必要としている人に最大限行き渡ってこそのものと私は考えております。実際今医療

を必要とし利用されている方々がないがしろにされ生活する基盤を失うのであれば、それは社
会の健全性そのものが揺らいでいると言えます。医療が単に効率や採算性、そういったものだ
けを考えてしまう。それは社会としてとても危ういことです。
ただただそういう社会にならないことを一障害者として私は切に願っております。
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県立精神医療センターの移転先を巡り

県は遺跡が出るから、がんセンター西側への移転はないと某所で言っているそうです。
この遺跡については、4年前の調査で確認されており、その上で、青写真が出来ているので問

題ありません。
がんセンターを建築の際も、緩和ケア病棟を作る時も遺跡が出ましたが建設できています。
しかし、富谷市の予定候補地には…

東北労災病院・県立精神医療センター移転先
合築建設予定地は元調整池もあり！

～調整池コンクリート擁壁は？建設費がさらにかかるのではないのか！～

（△富谷市が県に提案した資料より ▽Googleマップより）

元調整池と思われる場所
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〝STOP！精神医療センター富谷移転〟の声はやむことはない！

精神障害者の
くらしと医療を考える
仙南ネットワーク

ブログ

地域医療を守る
共同行動

みやぎ連絡会
ホームページ

宮城県社会保障
推進協議会
ブログ
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新たなWEB署名が立ち上がっています！
精神障害者が継続して充分な医療を受けられなくなるかもしれない危機に、一人の通院患者の方が

自らWEB署名を立ち上げスタートしています！ご協力ください！

https://chng.it/y25MfMVh


